
ヌ ワ パ

赤

い
鼻

と
魚

の
尾

と
豚

の
目
を

し

た
醜

い
姿

で
、
水

に
潜
る
赤

い
帽

子
を

か

ぶ
り
海

底

で
人
間

の
魂

を
集

め

る
。
　

(井
村
君
江
)

　
人

形
劇

哉

終
,　

一
定

の
目

的

で
人
形

を
操

作
す

る

こ
と

が

古
代

か
ら
あ

っ
た

こ
と

は
、

エ
ジ
プ

ト
、
ギ

リ

シ
ア
、
イ

ン
ド

、

中

国
な

ど

で
記
録

さ
れ

て

い
る

が
、

こ
れ
ら

は
、
か

ら
く
り

や

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

　

糸

操
り

で
あ

っ
た
。

そ

の
後

、
棒

使

い
人
形
、

影
絵
劇

、
片

手

使

い
人

形
な

ど
も

広
ま

る

が
、
発

展

の
中

心
は
ア

ジ
ア

に
あ

っ

た

。
我

が
国

は
、

棒
使

い
人

形
を

中

心
に
、

か
ら
く

り
、
糸

操

り

、
片

手
使

い
な

ど
豊
富

な

形
式

を
発

展
さ

せ
て
、
高

度
な

人

形

劇

芸
術
を

生

み
出
し

た
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
イ

タ
リ
ア

の
影

響

の
も

と

に
各
国

が
独

自

の
人
形

劇
を

も

っ
た

の
は

一
七
世

紀

以

降

の

こ
と
で
あ

っ
た
。

近

世

か
ら

近
代

に
か
け

て
世
界

共
通

の
現
象

と

し
て
、

民
衆

に
愛

さ
れ

た

片
手
使

い
人
形

の
進
出

が

あ

る
。

現
代

人
形

劇

は
、

一
九

二
〇
年

代

の
演

劇
運
動

、
美

術

運

動

の
中

か
ら
起

こ

っ
た

が
、
世

界
中

に
急

速
に
普

及
し

た

の

は
、

子
ど
も

の
た
め

の
文
化

財

と
し

て

で
あ

る
。
我

が
国

で
も

第

二
次

大

戦
後

こ

の
面

で
め

ざ
ま

し

い
発

展
定

着
を

み

せ
、

多

く

の
専
門
劇

団
を

生

み
、

ア

マ
チ

ュ
ア

の
活
動

も
地

域
を
中

心

に
盛

ん

に
行
わ

れ
て

い
る
。
　

　
　

　

　

　
　

　

(宇
野
小
四
郎
)

　

任

大

星

硫

せ
いー

レ

ン

タ
ー

シ

ン

　

任

大

霖

硫

り
ん
ー

レ

ン

タ
ー

リ

ン

　

任

徳

耀

読

よ
う
ー
↓

レ

ン

ド
ウ

ヤ
オ

ヌ

　

ヌ

ワ
パ

フ

ロ
ー

ラ

コ

o
螽

Z
芝
鋤
髱

一
九

=
=

～

ナ

イ

ジ

ェ
リ
ア

の
作

家

、
教
育

者

、
出

版
人

。

ア

フ
リ
カ
女

性

の

生

き
方

を

テ
ー

マ
に
し

た

大

人

向

け

の

小

説

『暴

ミ

エ

フ

ル
』
(
一
九
六
六
)
、
『畠ミ
ミ

イ

ド

ゥ
』
(
六
九
)
、
『
O
§
こ

の
肉
ミ
o
鼕

一
つ
で

た
く

さ
ん
』

(八

一
)
な

ど
を
書

い
て
国

際

的

に
知

ら

れ

る

が
、

一
九

七
七
年

に

は

エ
ヌ
グ

に
印

刷

・
出
版
会

社

タ
ナ

・

プ

レ
ス
を

創

立
し
、

ア

フ
リ

カ
人
作

家

お
よ

び
画
家

に
よ
る

児

童
書

の
出
版

と
普
及

に
努

め

て

い
る
。

自
作

の
児
童

向

け
作

品

に

『
ミ
貸
ミ
§

丶
ミ
冨
討
＼

ふ
し
ぎ

な
湖

』
(
七
九
)
、

ぎ

ミ
ミ
塁

ミ

憩

黛
龕

宇
宙

へ
の
旅
』

(八
〇
)
な

ど

が
あ

る
。

(さ
く
ま

ゆ
み
こ
)
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